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ＡＰＥＣ首脳会議出席における 

内外記者会見 政府インターネットテレビ 

 

今回のＡＰＥＣ首脳会議では、気候変動とエネルギー安全保障について、地球環境の

将来やエネルギー資源の有効性を考慮した上で、どうすれば世界全体の繁栄が確保できる

かという視点から、突っ込んだ議論を行った。 

 私からは、「美しい星５０」の構想を説明し、発展著しいアジア太平洋地域で、気候変

動問題が重要であること、そして日本が省エネルギー技術などで貢献することを強調した。そ

して、各国首脳から理解と評価を得ることができた。首脳宣言は、「美しい星５０」を反映

をしている。また、エネルギー効率の向上、森林面積の増加についての数値目標を含む内

容となった。今回の成果は、北海道洞爺湖サミットにつながる進展であると考えている。 

 今回の会議では、ＷＴＯドーハ・ラウンド交渉についても、首脳間の認識を特別の文書と

してまとめることができた。 

 個別の会談については、基本的価値と戦略的利益を共有する日米豪において、初めて

の首脳会談を行った。この会合においては、地域の平和と安定のため、三カ国の連携の重

要性を確認するとともに、米豪両国首脳から、テロとの闘いについて、日本の貢献に対して

高い評価、謝意が表明された。 私からは、日本として、テロとの闘いを継続していく意志に

ついて説明をした。これは、ブッシュ大統領との日米首脳会談においても、説明をしたところ

である。国会の状況は大変厳しいが、このように国際的な公約となった以上、私には大きな

責任がある。テロとの闘い、現在行っている自衛隊の補給活動を継続させるためには、あら

ゆる努力を行わなければならない、このように決意をしているところである。民主党をはじめ、

野党の皆様のご理解をいただくために、職を賭して取り組んでいく考えである。 

 二国間会談については、ブッシュ米大統領、プーチン露大統領、ハワード豪首相、そしてカ

ルデロン墨大統領と個別に会談を行った。二国間の関係について、また、国際的な情勢に

ついて協議を行った。 

 最後に、今回、オーストラリア政府そして国民の皆様から、大変暖かい歓迎をいただき、こ

の美しいシドニーの地で歓待をいただいたことに感謝を申し上げたい。 

 

【質疑応答】 

（質問） 

 ブッシュ大統領に対して、インド洋での給油活動を継続するためには最大限の努力をする

と伝えられたが、明日からの臨時国会では、テロ対策特措法を延長する法案を提出する



か、それとも初めから新たな法案を提出するのか。また、場合によっては、法案の提出前で

も、民主党などと党首会談を行う用意はあるのか。 

 

（安倍総理） 

 ９・１１同時多発テロにおいては、２４名の日本人の尊い命が奪われた訳である。このこ

とを忘れてはならない。「テロとの闘い」について、国際社会が今、連携して取り組んでいる。

今後ともテロを許してはならない。その中において、国際貢献を果たしていくということは、私の

主張する外交の根幹の一つであり、何としてもこの活動は継続をしていかなければいけない

と考えている。 

 国際社会から高い評価、そして期待されている自衛隊の補給活動を継続していくための

法案をこの国会に提出をしなければならない。そして提出をした以上、成立を何とか果たし

ていかなければなりません。 

 提出をするにあたって、まず、民主党をはじめ、野党、特に民主党の皆様のご理解を得る

ために、私はあらゆる最大限の努力を払わなければならないと考えている。そのために、全力

を尽くしていく、職を賭していくという考えで臨んで理解を求めていかなければならないと思う。

小沢党首との党首会談についてもなるべく早い段階でお願いしたいと思っている。 

 

（質問） 

 総理は、引き続き日豪ＥＰＡにコミットされているか。今回のハワード豪首相との会談を

通じ、何らかの進展を得ることが出来たか。 

 

（安倍総理） 

 日豪両国は、まず、豪州は日本にとって、鉄鉱石あるいは石炭、食料等、重要な資源の

供給国であり、また豪州にとって日本は、最大の貿易相手国、そして、基本的な価値を共

有する両国であります。両国がしっかりと連携を強化していくことは、両国の未来にとって、大

変重要なことであり、地域の発展にも資すると考える。今までもＥＰＡを結んだ国々との貿

易投資が飛躍的に増大している。日豪においても、ＥＰＡを結ぶことにより、両国の関係は

もとより、両国それぞれが経済を発展させていくことにつながっていくことを確信している。 

 ＥＰＡについては、ハワード豪首相との間で、交渉については、お互いのセンシティビティー

に配慮しつつ、特に、日本にとっての農業の重要性を踏まえながら、建設的な議論を行いた

いと確認したところである。 

 

（質問） 



 先ほどのインド洋での給油活動の継続の関連でお伺いするが、先ほど総理は継続に全力

を挙げて取り組むと、職を賭して取り組んでいくと仰ったが、これは継続が叶わなかった場合に

は、内閣総辞職するという覚悟で臨むと、そういうふうに理解してよいか。 

 

（安倍総理） 

 私が申し上げたのは、継続を可能にするためには、あらゆる努力を払わなければいけないと

いうことである。私の責任において、職責において、あらゆる全ての力を振り絞って、職責を果

たしていかなければならないと考えている。当然、私は、私の職責にしがみつくということはな

い。 

 

（質問） 

 本日、安倍総理はハワード豪首相と日豪安全保障協力について協議されたと承知してい

る。この分野において、豪州が日本と協力できる具体的な例は何か、また、自衛隊が共同

訓練のために豪州を訪問する予定はあるか。訪問する場合、いかなる時期に、どの程度の

規模の自衛隊員が参加するのか。 

 

（安倍総理） 

 オーストラリアと我が国は、アジア太平洋地域の平和と安定を考える上において、不可欠

なパートナーであると思う。その上において、安全保障協力に関する、日豪の共同宣言を発

したわけである。そして、「２＋２」の会合を行った。日豪の安全保障協力関係は、近年、

急速に緊密化していると言っていい。本日合意した行動計画は、実務的な安全保障協力

を更に前進させるものである。これを着実にフォローアップしていかなければならないと思う。共

同訓練の規模等々、その実施については、答える材料をもっていないが、いずれにせよ、日

豪で安全保障の協力を進めていくことは、地域の安定、そして平和にも大きく貢献してい

る。それは、日豪両国の共通の認識であると思う。 

 

（質問） 

 世界経済の不安定要因になっているアメリカのサブ・プライム・ローンが、日本及び世界経

済に与えている深刻な影響をどのように捉えているか。日本政府や日本銀行が、どのように

対処していくべきか。 

 

（安倍総理） 

 我が国の経済は、大局的には、息の長い回復を続けていると考えている。今後とも、海外

の市場動向も含めて、様々な経済指標に注意を払っていく必要があると考えている。 



 今回のＡＰＥＣ会合においても、ご質問の点について、どう判断しているかということにつ

いて、過剰な反応をしてはいけないという判断もあったようである。 

 日本銀行の個々の金融政策については、私から口を挟むことは差し控えたいと思うが、た

だ、これまでも各国の中央銀行において、適切な対応をとってきていると考えており、今後

共、それを期待したいと思っている。 

 

 


